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昨年度は，現代国語の語句600語について行なった語彙調査の結果を報告したが，今年は，昨

年と同様の方法によって別の600語について実施した結果を加えタ昨年度の分と合わせて1200語

の理解の実態を考察した。

（州） 調査の目約

現代文の理解にはタ語義◎字義の的確な把握が基礎となるべきであるが，一般に生徒はこれを

軽視し，外国語学習の場合ほど辞書を利用せず，通俗的◎概念的把超をもって能事終われりとし

ている儀向が見受けられるので，その理解の実態を確かめて指導の参考に資するとともにタ生徒

の語桑への匡ヨ心を高めることを目的とした。

（ニ） 調査の対象

高等学校籍二学年生徒（男子）4学級。

（39年度167象 6回延実数凱7名。40年度176名タ 6回延実数1038名）

（三） 調査の時期

昭和39年9月～10見 および昭和40年5月～7月。

（済） 調査の資料

国立国語研究所長岩粁悦太郎氏著『国語のカ巻増しましょう』（昭和38年，日本リーダーズ⑳

ダイジェスト社発行）所収の1200語。

本書は，その凡例によれば，「言葉についての自分の力番ためし，かつ，言葉についてのカを

増して行くのに役立つように，仕組んだもの」であり，月刊「リーダーズ¢ダイジェスト」誌上

に5年にわたって連載されたものに芋を加えたものである。「1回分に単語または句を20題あをデ

てある。そこにある選択肢によって自分の答を出し，解答欄にあるものと照らし合わせる。」と

いう形式で，全部で60回分1200語を収ゆてある。

毎〔乳 漢語◎外来語◎俗語等が適宜に按配されていて，語琵別に規制されたものではなくタ 特

定の標準に拠ったものでもない。大部分は現代国語であるが，一般の成人を対象として雑誌に連

載されたものであるからタ 多少クイズ純な風俗語や，古風な用語も含まれている。

（蕊） 調窓の欝漁

如上の1200語を，100語ずつ12掛こ改編⑳分哉しタ 正解を含む4つの選択肢（底本のまま）を

付した調査用紙によって，学級ごとにタ 国語の授業時夕 または，ホrム⑳ルームタ 自習時間等巻

利用してタ 生徒に解答させた。1回分の所要時間はタ 当初は40分を予定したがタ 実際には各回約

20分・で完了した。39年庶に前半の6回分を実施しタ 40年度に後半の6回分を実施した。

（衆） 結果め整理

抑 各回1¢0語を100点満点として採点⑳集計した。

39年度6回分平均得点63．5（個人の最高平均84．0 最低率均35．5）

40年庶6回分平均得点72．7（個人の最高平均92．7 最低平均45．2）

12回分総平均得点郎．4

（ロ）非正答率（誤答◎無答数の百分比〕による語句の分布表を作製し，理解度の高低がどのよう

な語について見られるかを考察した。〔籍一義◎第二表〕

←1非正答（誤答◎無答）が著しいかたよりを示すもの…4つの選択肢の申，1項目の誤答が

30％を越えるもの，または，解答が30％以上あるもの帆が271語あった。これを，語霞別◎

－45－



類型別に分類し，かつ，非正答率J頃に配列した。〔第三表◎第四表〕

肖 語種は次の3種に整理した。

1．漢 語 （故事成語◎漢語詞の句◎和製漢語を含む。）

2．外 来 語 （和製外語を含む。外来語まじりの熟語◎慣用句は3にいれる。）

3．和語◎俗語 （故事成語以外の慣用句を含む。）

糾 非正答の類型は，次の2類6種に規定した。

第一類 理解の動揺しているもの

拗 語義（字義◎典故）の理解が不的確◎不徹底で，周辺的◎近似的把握にとどまるが，場合

〔第叫義〕非正答率による語句の分布（1）漢語（故事成語・漢語詞の句。和製漢語を含む）
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によって許容され得るもの。

（B）概念的把鰍こよってある程度の接近を示しているもの，または，通俗的誤用◎転用の無自

覚約受容と認められるもの。

第二教 理解の届かないもの

（C）同音異義または同訓異義を混同したもの。

（功連想的◎半可通的◎民衆語源説的こじつけ，あて推量で，（C似外のもの。

（E）拠りどころがなく，飛躍の甚だしいもの。

（ぎ）無答のもの。
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非正答率による語句の分布 （2）外来語（和製外語を含む）
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カルテ 8．1

タワー 2．9

キング。サ

イズ 1．7

ノヾレ〝ド 0

ー51－



％

独
90 80 70 60 50 40 30

レセプショ
ン 69．2

モニター
58．1

ファニィ。
フェース

42．4

ペーソス

40．7

プロムナー

ド 35．5

オポチュニ

スト 69．9

10

フラッパー
59．5

ノヾイノヾス
57．8

ヴアンプ

54．9

パラドック
ス 51．4

デカダン

51．4

キャッチ。

フレーズ
39．3

ロートル
69．9

ギャグ46．2 ハイライト
36．4

11

マチネー
78．0

アラモード

65．9

マスコット
60．1

ビイドロ
54＝．3

12

プロット

46．8

コケティッ
シュ 45．7

スモッグ
43．4

モノマエア

39．3

茅巨正答率による語句の分布 （3）和語。俗語（故事成語以外の慣用句を含む）

％

90 80 70 60 50 40 30

にどいも
92．7

唐物屋92．1

の び91．5

ラジオ89．1

大 童86．7

エコボン
86．1

ちょうちん
をもつ80．6

ロハ台77．6

しもたや
76．4

かわたれど
き 75．2

かなぼうび
き 73．9

地 雨69．7

千三つ66．1

ロをぬぐう
62．4

おかぐら
62．4

ーー52－

岡目八目
59．4

のたりのた
り 57．6

けとばし屋
55．2

アイス51．5

いなせ49．7

三百代言
47．3

こう屋のあ
さって47．3

目の子かん
じょう 45．5

店屋物38．8

ど や37．0

あぶくぜに
36．4

女 坂36．4

ラムネ 31．5



20 10 未 満
％

払

メッカ28．5

インタビュ
ー

26．7

ギャンブル

25．0

オーナー

25．0

オンノヾレー

ド 14．5

ダンピング

10．5

フィクショ
ン 8．7

ユートピア
4．6

レッテル

3．5

ナレーター

2．9

アンコーノレ

2．3

メッセージ
2．3

ミステリー

1．2

ムード1．2

ノヾトロール
0

ゲスト 0

ロック。ア
ウト 26．5

ギャップ

16．1
スタッフ

4．6

セン・せ－シ

ョン 4．6

ハッピー。

エンド 2．3

スカウト1．1

エリート1．1

トピック0．5

アイデア0．5

スリル 0．5

トリック 0

10

アドリブ

24．8

マニア20．8

コーナー
20．2

ユニーク
18．4

バイプレヤ
ー

13．2

ダンディー
12．1

アトラクシ

ョン 11．5

アクセサリ
ー

10．9

ビ ザ9．8

リクエスト

5．2

バロメータ

2．8

スローガン
2．8

ル ポ 1．7

マンモス0．5

プロポーズ

0．5

デビュー0．5

ストーブ。

リーグ26．6

スクラム
24．8

ピューリタ

ン 23．1

エロキュー
ション15．6

ヌーベノレ。

バーグ15．0

グ ロ11．6

カタログ

11．0

タイアップ

8．1

グロッキー
5．8

デ マ 4．0

マドロス
2．9

サンドイッ

チ・マン1．7

ウインク

ライノヾル

タ フ

フ‾－－・マ

ペット

ベテラン

0．6

0．6

0．6

0

0

0

キャリア0．5

チャーミン

グ 0

ボイコット

0
11

12

％

払

20 10 未 満

うまのあし
29．7

小春日和
29．7

上 手29．1

昼行燈25．5

川 止24．2

半どん21．8

山出し21．2

斜駿族21．2

のれんに腕
押し 20．0

居 候18．8

こ ち18．2

敵は本能寺
17．6

赤の他人
17．0

バタバタ

16．4

一六銀行
13．9

ぼたん雪
13．9

のっぺり
13．3

からすの行
水 11．5

札つき 9．7

おか蒸気
6．7

シャッポを
ぬぐ 6．1

生兵法6．1

ねこのびた
い 5．5

ー53－

螢光燈 3．6

成 金 3．0

あまのじゃ
く 2．4

赤 字 2．4

内弁慶 2．4

黒 幕1．2

二枚目 0．6

テクシー0．6

へそくり 0

顔 役 0

けりをつけ
る 0



％

Na

90 80 60 50 40 30

サノノロジ
ー 72．7

赤ケツト
72．7

わたのはら
51．5
鬼の霞乱

45．5

三下半44．2

松の内43．6

おおらか
40．6

高飛車40．6

口過ぎ88．2

慶 庵81．7

筒井筒68．0

小正月62．7

白 鼠60．8

口入屋59．5

山の手57．5

雲上人53．6

定まめ52．9

かまとと
51．6

扇を入れる
47．7

長 月 43．8

口 車43．8

論語読みの

論語知らず
42．5

ぶ る 40．5

蝉時雨37．3

飯 場36．6

宿 六30．7

三文文士
30．1

いかものぐ
い 30．1

いたちの道
88．9

椋 鳥86．9

み お86．3

黒 木82．4

たてびく
82．4

か け81．7

二本棒77．8

襟につく
77．1

色を失う
74．5

おもたせ
70．6

丸 公69．3

天神髭68．0

やしゃど

66．0

袖 乞；62．1

一升貿61．4

半畳を入れ
る 51．0

袖にする
49．0

三太夫48．4

さるのしり
笑い 46．4

黒ねずみ
45．1

色眼鏡44．4

つけうま
43．1

差等曇藁毒∃
ぬれ手で粟
35．3

役者くずれ

34．6

ねこの目

32．7

いたちごっ
こ 30．1

二階から目
薬 93．5

ぐれはま
80．4

大向う76．5

馬 手75．8

ふりの客
72．5

端境期70．6

先祖がえり
65．4

九寸五分
62．1

もやい60．1

大 番57．5

二枚舌57．5

どまめの歯
ぎしり54．9

横車を押す
53．6

ぬか雨52．9

小笠原流
51．6

総 花51．6

平灰が合わ
ない 51．0

か て43．1 ところてん

38．6

姑券にかか
わる 37．3

海千山千
36．6

左 前36．6

大御所35．9

紺屋の白袴
34．6

腰 弁34．0

馬車馬32．0

あわを吹か
す 30．7

おたなもの
95．4

げてもの
87．9
散本主義
79．8
あこぎ69．0

－54－

くだを巻く
58．6

敷居が高い
39．8



％

N仇

20 10 未 満

ラッパふき

13．9

地獄耳10．9

けたちがい
10．9

虫のいき
5．5

馬脚をあら
わす 28．8

天地無用
28．8

日から昇へ
抜ける28．1

馬の耳に念
仏 28．1

鼻持ちがな

らぬ 27．5

減らず口
26．1

．1
み．2

．
6
．
6
．
3
．
3

ち．3

2
6
ま
2
2
ば
2
1

21

2
0
2
0
も
2
0

者

つ

ば

句
峰
け
は

違

っ

こ

の

ま
ち

伊
爵

ね

発
雲
顔
も
屋

あごをなで
る 19．0

食い倒れ
18．3

頭 金17．6

日きき17．6

お手盛17．0

河童の川流
れ 16．3

しり馬14．4

頭ごなし
12．4

社用族11．8

よりけり
11．8

秋の空11．8

うどの大木
11．8

骨抜き10．5

しにせ9．8

寝耳に水
8．5

おやつ8．5

鼻下長6．5

吹 替6．5

がちゃがち
や 3．9

目 抜3．9

野 分3．9

肩 身3．9

筋金入り
3．3

めかす3．3

手を焼く
3．3

お手のもの
2．0

すねかじり
1．3

宋を入れる
28．8

山が当る
28．8

ななつ屋

28．1

赤 本24．2

二の足を踏
む 22．2

ヌーボー

21．6

八方美人
20．3

水 物19．6

九十九折
19．0

表書する
19．0

鉄管ビール
17．6

知らぬが仏
17．0

湯桶読14．4

油を売る
13．7

さくら11．8

十八番11．8

みてくれ
11．1

お茶の子
11．1

ねこかぶり
10．5

唐 様10．5

ねずみ算‡糠に釘
9．8

ウナ嘗露9．2

袖の下8．5

本 命7．8

山 鯨7．2

くわせもの
5．9

八百長

水に油

膝栗毛

犬 死

山 師

2

2

2

6

6

9

5

5

5

4

4

3

水に流す2．6

うなぎのぼ

り 2．0

千鳥足 2．0

びとはだぬ

ぐ 0．7

たぬきねい
り 0

負けずぎら
い 0

殺 陣28．8

もどき27．5

雲 助26．8

おもわく
24．1

おしゃか
23．5

竹 光22．9

山 気19．0

二つ返事
19．0

左うちわ
13．7

たかねの花
13．7

しのぎを削
る 10．5

おすそわけ
7．8

ト 書7．8

きじるし

7．8

お茶をにご
す 5．9

馬が合う
5．9

大黒柱3．9

どさまわり
3．3

月 並2．0

折紙付0．7

拍子抜け
0．7

火の車29．8 生馬の目を
抜く 24．7

告たらず
16．0

下馬評11．4

風来坊10．9

ー55－

猪舌9・7t書垂入れ砦5
しらを切る

1．1



％

Na
90 80 70 60 50 40 30

腰だめ77．0

殿様芸75．9

立 役74．1

他人丼73．0

八 木71．8

どまをする
67．8

うちまた膏
薬 55．1

白 波54．5

朴念仁50．5

どへいかつ

ぎ 39．0

火中の襲を
拾う 37．9

焼きがまわ
る 33．3

テンプラ

32．7

馬を牛に乗り
かえる 31．6

おどしゃを

かける91．7

めくら暦
90．3

鹿島立88．9

狂言まわし
84．0

あたりばこ
80．6

ろうず物
78．5

ぞめく78．5

きらず73．6

苔の衣72．2

甚 六68．8

ポンチ絵
67．4

切口上65．3

うぶすな
64．6

やっちゃば
63．9

めんくい
61．8

切 米61．8

局 方56．9

茶々を入れ
る 53．5

腰掛仕事
50．7

こまたすく
い 47．9

店 子47．9

下駄をあず
ける 47．2

昇をあかす
46．5

ほぞをかむ
45．8

浮かぬ顔
43．1

水をむける
39．6

油 照39．6

かまをかけ
る 38．9

はこ師38．2

猶に小判
34．7

したり顔
30．6

屋台ぽね
80．0

歌 枕74．3

京 間74．3

兵隊勘定
73．1

洞ヶ峠65．1

しゅん63．4

冬 枯58．3

たけのこ生
さ宙 54．9

うつせみ
49．7

ひょうたん
なまず49．7

たまさか

48．0

風 花47．4

冬のかたび
ら 46．3

奈 落45．1

木で界をく

くる 44．0

きもいり
44．0

なしのつぶ

て 43．4

士族の商法
42．3

てくだ39．4

おだをあげ
る 37．8

めくらへび
36．0

水をさす
33．7

御曹司32．0

世間師31．4

あられもな
い 91．9

メートルを

あげる82．6
赤つら73．3 8

0

2

1

6

6

日
尺

紋
六

しんにゅう
をかける
58．7

九尺二間
58．1

到来物58．1

つめばらを
切らせる
57．0

みそをつけ
る 56．4

やにさがる

55．2

いすのはし
54．7

口さがない
48．3

草野球45．3

殺し文句
39．0

きいた風
38．4

なけなし
34．3

バタくさい
33．1

茶 番32．0

お産数がか
かる 31．4

おばしま
86－0
下世話73．3 里心がつく

65．1

ー56－

むしずが語
る 47．1

おくら 36．6



20 10 未 満
％

旭

容用貧乏
28．7

あしがつく
27．6

氷 室25．8

百年目25．2

すてぜりふ
24．7

年 男23．5

思わせぶり
21．8

びとり相撲
14．3

あばずれ
12．0

日和見主義
10．3
温室育ち

8．0

石 頭6．3

毛並がよい
5．7

はっばをか
ける 3．4

白羽の失を
立てる 2．2

いかさま1．1

水のあわ1．1

虫の知らせ
1．1

なわばり 0

ぼえづら
23．6

きりもりす
る 23．6

いわく22．2

ぼおかむり
22．2

駄 賃21．5

梯にあげる
21．5

腰くだけ
20．1

弾丸道路
18．8

油をしぼる
17．4

海餓版16．7

いなす13．9

土壇場11．1 三枚目 9．7

虫がいい
9．7

やまかん
9．7

楽屋話7．6

はたど6．9

井戸端会議
5．6

かたすかし
4．9

馬の骨 4．9

お歴歴 4．2

メッキがは

げる 2．8

飽人行儀2．1

どすを重か
す 2．1

切 札 2．1

ぶたばこ1．4

やぶから捧
0．7

蛙の面に水
28．0

外交辞令
27．4

にぎり屋
27．4

無法者26．8

大名旅行
24．6

関ケ原22．9

立板に水
22．9

あしらう
22．8

おしやま
17．7

鉄火な16．0

なべぞこ景
真弓 16．0

お実芸15．4

にべなく
14．8

さじを投げ
る 14．6

小田原評定
13．1

これみよが
し 12．6

薩摩守11．4

てぐすねび
く 11．4

と ど10．9

虎の子10．3

茶化す10．1

かばん持ち
9．7

ひやめしを

食わせる
9．7

足もとを見
られる 6．9

まゆつばも
の 5．7

立往生5．7

神 風 5．1

ダフ屋 5．1

体当り 5．1

プラスにな

る 4．6

御破算 4．6

ぬれぎぬを
著せる 4．0

つじつまが
あう 3．4

ねをあげる
1．7

へそまがり
1．7

音頭をとる
0．6

つかのま 0

血道をあげ
る 27．9

因果をふく
める 27．3

余熱かする
26．2

仏頂面26．2

野に下る
25．6

しりが熟れ
る 25．0

勘定高い
23．8

爵毛をのば
す 23．3

ぼくそえむ
23．3

しらふ22．7

車 座21．5

おいらく
20．3

どねる19．7

けちをつけ
る 19．2

ひなびる
18．6

かぶれる
18．0

あわを食う
16．9

青菜に塩
16．3

居直る11．6

後生大事
1ユ‥0

ほなを持た
す 10．5

たなからぼ
たもち8．1

おやま 7．6

花 祭6．4

閑古鳥が鳴

く 5．2

おかぶ 5．2

自腹を切る
4．7

そつがない

3．5

はなむけ
2．3

とらの巻2．3

つるの一声
2．3

板につく0．6

釘をさす
29．7 一旗あげる皇だめを押す25．6† 19．8

皮算用16．3 生き字引
8．7

ー57－

羽をのば君4玉とちる2・9



％

Nは

90 80 70 60 50 40 30

うけに入る
61．0

おんの字
35．5

真 打32．0

しもと76．3 さ ら63．5

色めく62．4

10

11

味噌をする
59．5

間尺に合わ
ぬ 56．0

う ぶ52．6

せちがらい

47．9

つつがない
45．6

御都合主義
42．1

都のてぶり
41．6

ほまち 39．3

分別くさい
36．9～♪‾

きわ物88．4

角を出す
82．1

けいず貿い
78．6

かこつ73．8

きびすを返
す 68．8

鼻白む64．7

お峯村58．4

汚試合57．2

さばをよむ
50．8

数珠つなぎ
49．7

鏡 輪46．2

ひとり合点
43．9

あやめる
43．3

芸が立つ
38．7

腰巾着34．7

欝五列96．9

12

すべた68．2

伝 法61．8

さんぴん

60．1

ことほぐ
60．1

にがみばし
る 54．3

つめに火を
とぼす40．5

かいがいし
い 31．8

〔第二義〕『非正答率による語句の分布』集計表

くくポ攣
％＼＼＼

漢 譜 外 来 語

654321計211101987654321

9
0
8
0
7
0
6
0
5
0
4
0
3
0
2
0
1
0

未 満

O

l
・
4

4

2

5

3

1

4

3

2

2

5

5

3

3

3

3

1

5

2

8

4

1

3

2

2

1

3

6

3

5

2

2

2

1

2

1

1

6

1

2

0

5

5

2

5

5

4

5

0

0

5

3

0

＜U

2

0

0

8

1
2
4
2
1
2
5
3
9
1
0

1
2
6
6
5
3
2
2
3
1
3

0
0
5
1
3
4
6
3
8
1
1

1
1
2
4
4
6
4
7
4
1
1

0

1

3

2

1⊥

3

2

3

9

8

0

0

1

2

3

3

4

3

3

4

計 72232352
一領381 933414442332

「⊥

4

1

7

2

▲4

0

2

9

0

1

2
一
4

3

3

3

▲4

3

4

9

有

0

0

0

1

4

0

2

0

A▲

4

0

0

2

2

0

1

2

5

2

7

0

0

1

2

3

2

2

2

2

6

0

0

0

0

0

0

0

1

2

3

0

0

1

0

1

0

0

0

0

4

0

1

0

0

0

1

2

1

1

2

8 6 6 20 2115

平 均

（％）

45．9 i 33．3 1 27．2

38．7

（注） 平均％は，第一表中にある各語の非正答率を集計して，語数で割ったものである。
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20 10 末 満

％

rも

蔓蔓…；聖書j
どろをはくだ て27．9

かさにかか

る 26．7

身 上24，4

ぬか喜び
20．9

草 分16．9
看板にする

11．0
ぬかみそく
さい 8．1

小 町8．1

うわの空
7．6

水かけ論
7．0

横やり 5．2

やじ馬 4．6

水くさい4．1

一目おく4．1
うだつがあ
がらぬ 4．1

裏をかく4．1

おぼこ 26．5

羽目をはず
す 26．0

やぶへび

23．1

あがきがと
れない23．1

先棒をかつ
ぐ 21．3

看板倒れ
18．4

果報者16．1

色をつける
15．0

2

9

3

0

1

1

星

賃

図

木

た
．
〇
．
〇
う
乃
2
一
2
く
．
2

め
8
8
使
6
る
5
5
く
5

ろ

前に

け

夷を

し

し

ら

写か

う
い
自
だ

し
育
た
る

見せしめ
5．2

どろくさい
4．6

見 幕 4．0

高 飛 3．4

つどい 2．3

でくの棒1，7

年挙を入れ
る 1．1

たむろする
1．1

おどける1．1

おめでたい

0．5

キセル乗り
0．5

はばをきか

す 0

たてをつく0

10

お調子者
21．9

どたくを並
べる 21．3

つまはじき
19．6

唐変木17．9

問屋がおろ
きぬ 16．1

手塩にかけ
る 9．8

おぼこ 8．6

とんちんか

ん 5．7

おかんむり
5．7

足が出る
5．2

禅義者 4．6

やじ重た4．6

青くさい3．4

とぼける1．7

だだをこね

る 1．7

無鉄砲1．1

どじをふむ
1．1

つつぬけ0．5

瓜二つ 0

かなでる 0

11

のほぼん

29．5

まめまめし
い 24．2

じだんだを
ふむ 24．2

もみ手22．5

ヘビーをか
ける 20．8

大 根20．2

野 暮14．5

とんま12．7

えびでたい

をつる11．6

スポイルす
る 11．0

さしがね

10．4

しびれを切
らす 9．2

かつぎ屋

7．5

ばつが惑い
6．4

思うつぼ
4．6

虎になる
4．6

糞をにやす
4．0

まんざらで

もない 2．9

抜き打ち2．3

もつてこい
2．3

たけなわ1．2

ふにおちな
い 0．6

ひるむ 0．6

村八分 0．6

みみつちい0

黒 星 0

おせっかい0

12

外来譜討

211101987

和 語 俗 語

計211101987654321

0
0
1
2
1
3
1
3
4
1
1

0
0
0
1
0
1
1
3
5
1
1

0

0

0

1

5

0

1

1

1仙

9

0
0
0
1
1
2
1
4
2
∽

0

0

0

2

1

0

1

2

5

5

0

0

0

0

0

2

0

3

5

6

0

1⊥

5

2

6

2

3

5

3

（む

l

l

l

1

2

3

7

2
3
4
7
3
6
6
7
5
1
5

1
1
6
2
4
0
6
9
6
1
2

1
1
4
3
8
1
9
6
5
1
0

0
6
4
5
1
6
9
7
1
3
1
8

0
2
0
3
5
5
5
1
3
1
3
蛸

3
4
6
4
5
9
5
9
㍑
㍑

1
0
0
4
1
1
1
6
5
1
6

0
2
2
2
3
4
2
2
3
1
5

0
0
1
2
3
4
2
5
5
柑

0
1
1
2
0
1
2
6
4
1
7

1
1
1
2
7
2
6
1
2
9
1
1

0
1
3
2
2
1
0
6
8
1
3
1
6

9

ウ〟

2

8

2

9

0

0

3

0

2

3

3

4

A▲

6

9

9

81

合
計

02

74

8

7

0

5

3

7

5

7

8

9

9
一
l

A▲

7

1

1

1

348

126一⊥61 18 22 26 591 74 60 69 48 535314532516857▲4 615 1200

19．8 3 3．4 25．4

22．7 30．1

31．7

ー59－



〔第三義〕非 正 答 の 分 類 （語種別。賓型別。非正答率頓）

語経

語句
誤答

漢 語

記号 語 句 ％ 誤 答 ％ 記号 語 句

12．17

9．80 狛

11．20

1．44

2．3

7．42

11．19

7．15

10．73

10．10

3．100

9．10

0801

1

6

1

1ふ

00

7

2

7

7

7

3

3

5

4

2

5

8

8

城

介

89．0

70．9

守りの堅固な城

独断的で見識のせまいこ
と

65．3

32．6

天 衣 負琵縫

還 暦

台 頭 す る

公 算

烏有に帰する

喝

破

旧

侃 侃 鍔

蜂 起 す

暗、い疑

の

す
す

口

頼
裡
名

月
茂
羊
無
左
胎

服

鏡

腰

部
自7ゴ

る

鬼

旦
児
脱
徒
る
る

8

2

8

7

1

7

1

4

1

5

8

3

7

9

9

3

7

7

5

5

6

6

7

7

92．8

64．0

2

1

0

1⊥

2

6

5

8

一銭

3

2

3

1▲

1

6

7

8

6

5

6

7

きわめて無邪気なこと

（数え年で）六十才

強大になる

将来の見通し

すっかりさびれる

痛みを菜げる薬

悲劇的結末

去年一年中

やかましく言いたてるこ
と

騒動をまき起す

疑い深くて人を信用しな
いこと

文 芸 時 評

生意気な者

道が長々と続くさま

惑事を多く重ねた犯罪者

服 従 す る

世間に騒がれる

3

0

2

4

5

5

3

0

5

1

7

4

1

4

3

3

1

0

6

5

5

5

．4

A
－
一
4

▲4

4

5

3

9

9

3

3

5

0

0

9

8

2

4

4

2

0

0

0

3

3

3

3

3

3

9．44

5．51

1

2

3

2

4

7

5

3

5

2

「⊥

9

1

9

4

6

9

5

2

7

8

1

9．82

10．22

5

3

9

4

6

8

1

0

1

1

1

6．85

6501

5．76

8．64

12．98

レセプショ ン

ユース ○

ホステル

サ ス ペ ン ス

シ ッ ク

モ ニ タ ー

リ ベ ー ト

ス モ ッ グ

フ ァ ッ ショ ン

ハ イ ツ

ファニィ。
フェース

キャッチ。

フレーズ

ジ グ ザ グ

ヴ ア ン プ

ギ ャ グ

バーゲン。
セーノレ

バ イ ノヾ ス

アイーン○

エイジャー

ブ ッ シ
ュ

モ ノ マ エ ア

（注）記号12・17は・軌2匝松17番の譜であることを示す0語句の右の％はtその語の非正当数の合計の％。
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来 語 和

％ 誤 答 ％ 記号 語

3．35

7．30

11．40

6．5

2．89

69．2

63．8

8

5

1

9
．
4

9

0

0

3

8

7

3

2

8

6

5

5

7

4

4

6

42．4

39．3

41．2

54．9

46．2

38．9

57．8

49．1

33．1

39．3

：祝 賀 会

青年の合宿所

冒 険

地味な こ と

放送批評の投書家

謝 礼 の 金

煤 煙

服 装

集 団 住：宅

可 愛 い 顔

商品売り込みの文句

S 字 形

情 婦

こつけいなしばい

大 売 出 し

有 料 道 路

十裁から十九歳までの入

浸 乱

ものを熱心に集めること

61．0毒
795

8

8

2

0

A▲

3

3

8

2

1

1

3

2

1

5

5

5

5

4

4

4

40．1

39．3

37．0

36．4

35．8

35．4

34．1

33．6

32．6

30．1

5．85

8．44

1．75

8．55

2．66

5．30

6．40

4．16

7．61

11．66

11．64

11．71

6．84

1．58

9．6

6．30

3．76

11．16

7．7ユ．

8．62

7．32

7．85

7．54

7．35

3．94

6．35

3．36

〇．41

11．73

421

1．31

2．63

2．95

色 を

屋 台

ひ と

界を

ぶ

げ て

句

失 う

ぼ ね

り 合点

あかす

る

語 俗 語

％ 誤 答 ％

7∠皇．5

80．0

43．9

46．5

40．5

あわてふためく

主 人

自分ひとりで思いこむこ
と

慢心をくじく

えらそうにする

2

3

7

0

6

－hU

43・3至
36．8

32．0

も の

メートルをあげ
る

大

あられも

山 の

重
い
手な

ご ま をす る

狂言ま わ し

二階から目薬

し ゆ ん

数珠つな ぎ

さ ばを よ む

泥 試 合

茶々を入れる

ちょうちん（提
灯）をもつ

う け に 入 る

切 口 上

た て ひ く

き わ 物

たけのこ生i百

草 野 球

なしのつぶて

括
り
峠
乞
絵
鋳
り
付

た

∵

∵
川
墨

た

冬
き
洞
袖
ポ
色
の
お

ヽ一カ、hノおお

エ コ ボ ン

扇を入れる

飯 場

－61－

87．9

82．6

7

9

7

8

6

1

7

7

8

9

5

6

84．0

93．5

63．4

49．7

50．8

57．2

53．5

80，6

61．0

65．3

2
00

OU

8

J伎
5

5
J色

34

85

44

65

62

67

44

57

58

40

▲4

A▲

9

へ∂

A▲

3

0

1

1

4

4

6

4

6

86．1

47．7

36．6

ひどく粗末な器物

洒を大いに飲む

あわてj、ためくこと

つつしみがない

住 宅 地；欝

あいそよくする

滑稽なしぐさで笑わせる

人物

不可能なことのたとえ

出始めの時期

次から次へと切れ目のな
いこと

物事を大げさに言う

はてしない争い

お ど け る

人をおだてあげる

独りでにやにやする

あいさつの時に述べる言
葉

強く反抗する

ど ぎつ い物

びんぼうな生添

ひどくへたな野球

手どたえのないこと

お金が乏しくなること

顔 役

傍観的な態度

哀 訴

どく低俗な絵

まちがった観察

のんびりしたさま

義務を明記した文書

お だ や か

相手におべつかをつかう
こと

熱 中 す る

土木工事の現場

82．2

79．1

0

3

9

9

7

3

6

6

7

7

5

5

55，6

54．9

53．1

47．9

47．4

43．3

40．3

40．0

39．5

38．9

5

1

8

8

6

6

6

0

9

7

6

5

1

3

7

8

00

7

7

6

6

6

6

5

4〟

4▲

A▲

A▲

3

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

32．7

31．4



2

4

3

1

3

11

0311

993

9

6

6

．4

8

8

3

6

1

2

7

8

7

6

5

5

5

2

4

7

2

1

1

3

9

5

9

1

6

一⊥

l

l

877

7

3

7

1

2

8

1

丹
致
油

背
任
然

義主大事

散
開
徒
党
閃
遜
商
点
当
鏡

禁

洗
奇

策
頭
長
考
山
色
議
心
用
漠

足
脳
貸

6

9

2

7

1

3

8

9

8

67

（
X
U

4

9

0

9

1

9

0

6

9

2

9

9

3

0

0

2

6

2

0

9

5

6

6

8

6

5

9

8

7

7

．474

073

377

ま ご こ ろ

職務につくこと

ゆったりとしているさま

物事を安易には考えない
主義

まとまりのない考え

事 の 始 め

だらだら長く続くこと

発くぐりの考え

登Lh季節のはじまり

謙遜な様子

商 談

無邪気なこと

常に用いるべき

銀 髪 の 男

立ち入ることを禁ずるこ
と

もやもやを一掃すること

予想外の事態

76．4

56．0

55．4

一4

3

2

〔
乃
）

1

2

4

9

2

0

8

4

8

2

6

6

6

2

2

1

8

7

7

7

6

5

1

〇

一4

．4

4

4

4

A▲

3

3

3

3

3

3

3

3

4．10 ア ド

5

6

8

3

0

5

1

5

9

一4

5

1

4

9

2

3

2

5

i

1

1ム

3921

1

0

6

4

6

9

6

3

1

4

9

7

7

9
．
4

9

4

5

2

2

5

1

9

4

5

「⊥

l

l

l

l

0

5

8

0

1

1

5

3

6

3

7

6

1

5

4

7

5

2

5

9

6

二
霜
鼓
挟
秋
商
撞
氷
連
独
稗
英
等
木
布
牛
什
角

す
か

わ

吹
を

参
と

を耳

石
頭
る
つ
霜
議
着
釈
産
湯
史
逆
閑
鐸
衣
る
器
逐

門前雀躍を張る

柳
人
家
乗
車

氷

圭

下

浦
月
刀
上
通

348

156

647

一隻
36

0500

096

687

717

5
（ソ］
8

768

139

798

157

709

169

77
J匂

577

157

77．0

0

3

6

1

8

0

4

7

4

7

9

8

7

5

7

旗 本

あまざらしの場所

大ぼらを吹きま

仲よ く す る

寂 し い こ と

か け ひ き

くる

まったく一致すること

冷淡であること

共 同 謀 議

わがままなふるまい

風 俗

君主に不忠な臣下

ひ ま つ ぶ し

風流を解さない人

僧 侶

煽 動 す る

仏 具

追いはらうこと

たずねて来る人で非常に
にぎわうこと

性格の優柔不断なこと

冷 酷 な 入

試 芸 家

話が非常にうまいこと

手 紙

ー62－

86

85

45

35

25

05

84

8．4

64

5．4

2▲4

24

24

2

1

1

1

4

4

4

4

0

0

9

8

7

7

7

4

4

3

3

3

3

3

6

1

9

6

2

0

6

6

3

1

8

5

1

0

8

4

0

4

0

6

5

9

8

5

5

8

2

7

3

0

7

8

6

5

1

5

2

2

2

一4

1

2

1

1

ビ イ

スペク

マ チ

ア ン ケ

サンフォ

ゲ イ オ

ド

タ

ネ

lコ

クル

ライズ

lコ ン



11．94

8．98

1．43

8．3

けいず寛い

つめばらを切ら
せる

高 飛 車

な け な し

78．6

57．0

40．6

34．3

古物を売買すること

むりやりに承知させる
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〔第四表〕『非 正 答 の 分 類』集 計 表

語
種

漢 語
，j㌦l

夕 来

No

類
型

A

B

C

D

E

F

計

10 1112

1

0

2

5

0

0

0

2

A⊥

7

0

0

0

3

0

3

0

0

1⊥

1

2

6

0

0

0

2

1

2

1

0

0

2

2

1

1

0

0

0

1

5

0

3

0

2

1

7

0

0

0

1

0

7

0

13

0

1

3

3

1

6

0

2

0

3

0

4

0

1

1

1

0

3

83160166901124196

計

2

17

17

50

3

29

0011

0

2

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

2

0

0

0

1

0

3

0

0

0

1

0

1

1

1

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

1

0

1

0

0

21346022

（注）右端の平均％は，第三表中にある各語の誤答または無答の％を集計して，語数で割ったものである。

（七） 結果の考察

州 全体について（第一表，第二義参照）

（1）調査語桑1200語の語種別比率

〔A表〕

全体 1200語

漢 語 外来語 和 語 俗 語

390語 195語 615語

33％ 16％ 51％

和語◎俗語が全体の与強で最も多く，揆語が与，外来語が‡弱で最も少ない。
（2）平均非正答率は，漢語が38．7で最も高く，和語◎俗語が30．1でこれにつぎ外来語が22．7

で最も低い。（第二表最下欄参照）

（3）換語（390語）。外来語（195語）。和語俗語（615語）を，それぞれ100と見て，語種別に非正

答率に応じて，理解されていない語。されている語の割合をグラフにする主次のようになる。ん

－66 －
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討

5

7

2
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5

1

3
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221

合

計

7

3

0

nO

8

7

2

9

56

172

平
均

％

4
6
・
8
削
削
朋
椚
馴
㌫

漢 語 90盲80 70 60 05 〇一4 03 02 10 10未満

言外来譜80州60ぎ50

表
〕

和語俗語90十l80
（全 体）

40‡）30 20 10 10未満

70 60 50 40 30 20 10 10未満

70 60 50§40 30 20 10 10未満

〈注〉 80，70等の数字ほ，それぞれ非正答が生徒の80％台，70％台の語であることを意味し，

スの大きさがその割合を示している。
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a．外来語の非正答率が10％未満の語（従って大多数の生徒に正しく理解されている語）は，

外来語全体の40％を占めていて，これは携語。和語俗語のそれより大きい値なので，外来

語は飽の譜程より比較的正しく∃望解されていると見られる。

も．

C．

d．

生徒の過半数（50％以上）が正しく理解していない語の，譜超別％は次のとおりである。

漠 語
37％（4那覇，‡強）

和語俗語

23％（2劉観音弱）
く百三〉50のマスの右辺から左へよむ。

生徒の80％以上が正しく理解している語の，

揆 語

和語俗語

36％

44％

外来語17％（2剖弱，言強）

（全体）27％（3劉弱，与強）
語種別％は次のとおりである。

外 来 語

（全 体）

〈注〉 20のマスの右辺から左へよむ。

和語俗語の％と全体の％とが近似しているのは，

57％

44％

Å表で明らかなように，和語俗語の語

数が全体の与強を占めていることと関係があると思われる0
e． 次のグラフは，上掲のB表と同値のものである。B表のマスの大きさを縦軸の目盛りに

とり，また，B表の非正答率を表わす「10％未満」等の数値を，逆に，正答率を表わす

「90％以上」等の数値に置きなおし，これを横の目盛りにとったものである。生徒のある

％以上が理解している語は，

やすくしたものである。

〔C

表〕

％

100 －

90 －

SO
－

70
－

60
－

50
冊

40
－

30 －

20 －

10
－

′

譜種別にどのくらいの割合になっているかを，B表よりも見

＿′身－・】－－、か

ノ／シニラグ〆ノ′／′三ン／ノ／／

′シン顔
′／ン

㌢ノ／ノ
筍

／
砂

／
／

ノ

／

／

昭一蜘書棚漠 騎

和讃俗語

仙曲解野馳外
来 語

語超別

語数の

％

生
徒
数
の
％

％
以
上

－
∽

0

】

2

－
3
0

0

…

40

－

5

1

60

－
乃

O

t

80

t

9
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く注〉「生徒の50％以上が理解している譜は譜種別に見るとどのくらいであるか」を見るには，横

の目盛りの50にあたる縦の目盛りを読む。

これによれば，生徒の過半数（50％以上）が正しく理解している譜の，語種別％は，揆

語63％，外来語83％，和語俗語77％で，bと対応する。つまり，理解度は，

高く，以下，和語俗語。漢語の順に低くなっていることがわかる。

中）「非正答の分類」について（第三衰。籍四表参照）

（1）籍四表を簡約すると，次のとおりである。

類 型

語 饉

欝 A
場合によっては許容

され得るもの

…

漢 語 ≦外来語 和語俗語

5

外来語が貴も

〔D

表〕

遠
目
の
誤
答
ま
た
は
無
答
が
純
を
越
え
る
も
の

3

類 Bある程度の接近，
通俗的誤用。転用

C

第

二

類

同音異義。同訓異義

との混同

D連想的こじつけ。
あて推量でC以外

E拠りどころがなく飛
躍の甚だしいもの

F 無答のもの

合 計

（百 分 比）

2

17

17

19 37

50 42

3

29 31

118

（43．5）

31

（11．4）

122

（45．0）

圭

合計（百分比）

7（2．6）

73（26．9）

20（7．4）

98（36．2）

8（2．9）

65（24．0）

271

（2）1200譜の申から取り出された，延271語（うち重出11語。第三表所載）の語種別比率

〔

E

表
〕

全体 延271語

漢 語 外来語 和 語 俗 語

118讃 31語 122語

44％ 11％ 45％

漢語と和語俗語がほぼ同数で多く，外来語は約志で少ない。しかし，これを次の語踵別

調査語受全体の割合の申で見るとタ漢語が与弱で多いことは目立つがタ外来語は少ないと
いっても，

〔

y

その％は和語俗語とさして適わない点が注目される。

漢 語

外 来 語

ユ18語 30％

390語

31譜16％

195語仰山
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衷
〕

和讃俗語 122語 20％

615語

（3）漢語（118語）。外来語（31語）。和讃俗語（122語） を，それぞれ100と見て，譜種別に各

類型の占める割合をグラフにすると，次のようになる。（D表参照）

漢 語！A

〔

G 外 来 語

き 和語俗語篭A

（全 体）

B

B C

皇c

D

にH

D B ぎ

a．全体を通じてD型（こじつけ。あて推量）が最も多く36％，B塑（ある程度の接近，

通俗的誤用。転用）がこれにつぎ27％，ぎ塾（無答）が24％，以下C。E。Aの唄である。

b．外来語の61％がB型であるのが注目される。これは字づらによる寮推は働かないから，

B型の中でも主として通俗的誤用。転用の受容と目せられるものである。

C．D墾が，漢語では42％，和語俗語では34％と，それぞれ首位を占めているのは，字づら

による類推が多く作用するためであろう。

∂．漢語の84％までが，こじつけ。あて推量。無答など（CゆD。E。F）であるのは，漢

語知識の不足を如実に示している。これが外来語の好成績と対照的であるのは，ジェネレ

ーションの若さを示すものでもあろう。

（4）A饗とB乳 C型とD乳 D塑とB型の，それぞれの問には画然と区別しがたい，微妙な

関連性があるから，語によっては，どちらの型に属すると見るのが妥当であるか判定に迷う

ものがある。たとえば，次の三語の誤答は，通俗的誤用または転用と認めてB型に分寮した

が，A型（場合によっては許容され得るもの）に最も近いものである。（異論の多い語の所

属は，6名の国語教官の多数決によって決定した。）

○ 天衣無縫（〔正〕自然のままで芙しいこと。〔誤〕きわめて無邪気なこと。）

○ 公 算（〔正〕確かさの度合。〔誤〕将来の見通し。）

○ あられもない（〔正〕似合わしくない。〔誤〕つつしみがない。）

（5）忍型は，語意の一面をとらえただけのあまい把握であるとはいえ，省察を深めれば正解に

達し得る可能性を含むものである。B型が多いということは，われわれの国語教育にも責任

の一斑がある。教科書付哉の便宜的な注解や，教授者の不用意な意訳などが，生徒の言葉に

対する省察を妨げ，安易な理解にとどまらせる一因をなしていかも知れないからである。

少う 39年度との比較について
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年 度 39 年 度 40 年 度

比 較 項 目

〔

H

表
〕

No．1～No．6 No．7′）No．12

臍 考

総 平 均 得 点 63．5 72．7

F 型（無 答）の 語 数 65語 0語 欝四表参照

90％台のもの
非 正 答 率

15譜 5語

80％台のもの 36語 11語

漢 語

平均非正答率

45．9％ 33．3％

外 来 語 27．2％ 19．8％

和語。俗語 33．4％ 25．4％

第二義参照

く注〉 平均非正答率は，第一表中にある各譜の非正答率を集計して，語数で執ったもので

ある。

（1）上掲の比較表から見て，40年度の成績が39年度のそれに比してまさっていることは明らか

である。ただし，これだけで，今年度の二年生が昨年度のそれよりもまさっているとは断じ

がたい。調査した語餐が違うからである。試みに，昨年度の第5回分と同じ内容の語桑を，

同じ調査用紙で，今年度の二年生に解答させた結果は，平均得点弘1であるのに対して，昨

年度の平均得点は61．1である。

（2）落差の主要な原因は，底本の語彙の構成にかたよりがあるためと思われる。おたなもの

（非正答率95．4％）。にどいも（92．7）。おどしゃをかける（91．7）。のび（91．5）。緑林（90．8）

。ラジオ（89．1）。いたちの道（88．9）。ニコボン（86．1）等の，明治。大正約な疎遠な風俗

譜ないしは隠語的なものが，前半には多いのに対して，後半にはこの踵の語が少ない。底本

が元来，雑誌に連載されたものであることを考えると，当初はクイズ的性格を備えていたも

のが，回巻追うに従って漸次変貌して来たものと推察される。

肖 漢語について

（1）第二表。籍四表およびB表。G表から，漢語の部分香油出してまとめなおすと次のように

なる。

評定電車すⅦ

（
そ
の
こ

〔互

表
〕

′・「

そ

の

）

漢 語

語 数

百 分 比

90

11

2．8

0
00

07

詞

06

73

肌盲．妻

59

寮

漢 語

（‖U
5

32

8・2亀

盲

40妻301

34

8．7

40

10．3

20

32

8．2

10

49

12．6

盲

未満圭計
90 … 390

23．1ま 100

A

語 数

百分比

2

1．7

F 計

17

14．4

17

14．4

50

42．4

29 毒 118

2．5 24．61 100

（2）漢語390語を，故事成語または古風な漢語と，現代用語としての漢語とに大別すると，前

者に属するものは概して非正答率が高く，後者に属するものは低い。

（3）非正答率70％以上の語は76語であるが，その中，現代用語と目せられるものは次の10語

（13．2％）だけで，飽はすべて故事成語または古風な揆語である。
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口銭。事大主義。連座。還暦。当用。数奇。上梓。等閑。天衣無縫。鼓吹する。

これに対して，非正答率10％未満の語90語の申，故事成語または古風な揆語と目せられる

ものは，次の12語（13．3％）だけで，飽はすべて現代用語である。

白眼視。登竜門。蛇足。四面楚歌。漁夫の利。指南。白眉。食客。螢雪の功。妃憂。左遷

。囁矢。

（4）故事成語については，漢字特有の字づらによる寮推ははとんど不可能であるから，理解度

の高い語と低い語とに別れる原因は，主として教科書などで学習したか苔かによって左右さ

れているものと思われる。試みに，本校採択の国語教科書高校一年用（古典乙‡。浜文 実

教出版，現代国語 大日本図書）に現われている故事成語類と，教科書に現われていないば

ば同程度の故事成語寮とを，調査語彙申から摘出して，その理解度を比較してみると，次の

表のとおりである。

教科書に現われている故事成語類

〔

J

表
〕

教科書に現われていない故事成語類

語 句

四面楚歌

白 眉

左 遷

螢雪の功

杷 憂

漁夫の利

白眼視

非正答率

6

8

（UO

9

8

9

1

2

2

2

2

5

5

6

語 句 非正答率 語 句 …非正答率

客
足
矢
腋
貧

金
蛇
囁
老
赤

3

2

2

5

6

6

9

9

1

1

1

1

五風十雨

侃侃請謁

致 仕

木 鐸

蒲 柳

牙 城

汗牛充棟

1

8

9

7

6

0

3

6

2

1

0

0

9

6

9

9

9

9

9

8

8

語 句 非正答率

月下氷人

泰 斗

奇 貨

出 藍

私淑する

天衣無姦逢

胎英する

3

7

3

2

1

8

5

J毯

9

7

5

5

1

1

8

7

7

7

7

7

7

（5）非正答の寮型では，D塾が最も多く，390語申の42％，F墜が25％，C墾がこれにつぎ14

％である（‡表）。C。‡）はいずれも，寮推による誤りという点では回教であるから，これ

を加えて，職種の語のC＋Dの％と比較すると，

漢 語 57％

外 来 語 23％

和語。俗語 36％

で，漢語が圧倒的に多い。これは，字義の一端をとらえやすいために，かえって本義から遠

ざかることが多いことを示すものであろう。

〔C型の代表例〕

○丹 青（非正答率87．6％の申，

○致 仕（非正答率91．9％の申，

「まごころ」と答えたもの76．4％，「丹精」との混同。）

「職務につくこと」と答えたもの56．0％「仕事を致す」

とよんだものか？）

○油 然（非正答率83．2％の申，「ゆったりとしているさま」と答えたもの55．4％，「悠

然」との混同。）

〔D型の代表例〕

○二千石（非正答率84．3％の申，「旗本」と答えたもの68．6％）

○露 頭（非正答率65．1％の申，「あまざらしの場所」と答えたもの58．1％）

○鼓吹する（非正答率74．6％の申，「大ぼらを吹きまくる」と答えたもの54．9％）

○祝をわかつ（非正答率63．4％の申，「仲よくする」と答えたもの53．6％）

○秋 霜（非正答率85．0％の軌「寂しいこと」と答えたもの52．2％）

（6）B塾はC型と同率の14％である。これの大部分は字義の一端をとらえて，そこから接近し
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たものではなく，その語の実際の用法を漠然と知っているものらしく思われる。すなわち，

B型の定義の申，主として後項の規定「通俗的誤用。転用の無自覚的受容」に該当するもの

である。

〔B型の代表例〕

○天衣無終（71．8％の軌「きわめて無邪気なこと」が61．3％）

○還 暦（75．2％の軌「六十才」が57．0％）

○台頭する（58．8％の申，「強大になる」が54．2％）

○公 算（58．7％の申，「将来の見通し」が51．4％）

糾 外来語について

（1）外来語195語の申，英語系のものが168語で86．1％を占め，非英語系のものは27語で13．8

％にすぎない。その内わけは次のとおりである。

＼

国別＼ ＼

フラ ンス語

〔

箆

表〕

語 讃 語 毒非正答率き数等平均
マチ ネー

ゲィオロン

アラモード

エ ス プリ

シ
ッ ク

デカ ダン

オラ ンダ語壬ギヤマ ン

0

5

9
・
盈
・

5

Aふ

8

A▲

5

2

3

1

7

7

6

6

5

5

29．1

ア

ブ

グ

コ

ン

ロ

ーフ

ケ M

ム ナ 〝

ン。プ

ン′

ト

ド

リ

ト

ヌーベル。バーグ

コ ミ ュ
ニ ケ

▲4

5

0

6

0

7

8

5

0

（X）

5

3

4

3

2

つ⊥

l

l

ク叩デクー

アンコーノレ

ル ポ

エリ ート

デラックス

デビュ
ー

レ
ッ
テ ル 53

マドロス！

2．3

2．3

1．7

1，1

0．5

0．5

18

蒜肌†1
ポルトガル語【ビイド

スペイ ン語妄莫 大

」

小i

54．3

59．5

ド イ ツ 語 カ ル フ叩

ふペ〓ノト語一

〓
〓
ノタイ

18

0

中 国 語壬ロート ル

朝 鮮 語 チョンガー

69．9

10．9

壬M！

1

l

l

l

‡1

11
英 語‡ （省略。第一衰の（2）参照）

29．0

168妻21・6
（2）英語系の語の，平均非正答率が21．6であるのに対して，非英語系の語のそれは29．0であ

るから，やや難解であることを示している。

（3）以上のほかに，次のような類別もできる。

a．明治時代に日本語化した外来語。（カツコ内は非正答率）

テケツ（56．3）。ラシャメン（50．6）。ハイカラ（33．3）

b．固有名詞から出た外来語。

サンフォライズ（83．0）。べデカ（73．2）。メッカ（28．5）¢ドン。ファン（18．9）

C． 略語として通用している外来語。

アド（69，9）。セコハン（30．6）・ギャラ（2ま．5）。グロ（11．6）。コネ（5．9）。デマ

（4．0）。ルポ（ま．7）。ハム（0）

アドの非正答率が高いのは，advert主sementの略語であるのを，adviceと誤解したたゆ

である。

d．以上15譜の，平均非正答率は32．6となるから，外来語の申での難語の部類である。a

は時代の苗さ，bは元来固有名詞であるための特殊性，Cは略語としての不完全さなどが
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原因であろう。ハムが0であるのは年代の若さを物語る。対象が年配者層であれば，ハム

とテケツとの％は逆転するところであろう。

（4）第二表，籍四襲およびB表・G衰から，外来語の部分を抽出してまとめなおすと次のよう

になる。

（
そ
の
一
）

〔L

、
（
そ
の
二
）

衰〕

＼漂 90 80

語 数

百 分 比

類 型

外来語

1

0．5

70 60 50

12 16

2．6 6．2 乳2

40

12

6．2

30 20 10 未満

13

6．7

A

25

12．8

33

16．9

F

78

40．0

計

195

100

計

語 数

百分比

19

6ユ．．3

1

3．2 19．4

0 31

16．1 100

a．（その一）から。195語申，非正答率90％台の語は1語もないのに対して，30％未満の

語は136語で，全体の69．7％を占めている。

b．（その二）から。A塑。E型は皆無。B型に属する語が，31語申の19語で，61．3％を占

め，D。Fそれぞれの3倍強である。

〔B型の代表例〕

○レセプション（69．2％の申「祝賀会」が61．0％）

○エース¢ホステル（63．8％のFP「青年の合宿所」が59．7％）

○サスペンス（60．8％の申「冒険」が58．8％）

○シック（53．5％の申「地味なこと」が52．8％）

○モニター（58．1％の申「放送批評の投書家」が51．2％）

○リベート（77．9％の申「謝礼の金」が51．0％）

上の（）内にあげた左側の％と右側の％とが近接していることが，

答にくらべて特徴的な点である。つまり，誤答したものの大部分が「

漢語や和語俗語の誤

」の意に解していてタ

分散が見られないということは，そう思い込んでいて，あれかこれかと迷う者が少ないとい

うことである。以下，漸次低率になる語についてはこの傾向がいっそう顕著である。

○スモッグ（43．4％「煤煙」43．4％）

○ファッション（42．9％「服装」42．3％）

○ファニィ。フェース（42．4％「可愛い顔」40．1％）

○キャッチ。フレーズ（39．3％「商品売り込みの文句」39．3％）

○バーゲン。セール（38．9％「大売出し」35．4％）

○ラッシュ（33．1％「混乱」32．6％）

C・要するに，B塾の外来語はマス。コミ関係において多く使用される語で，語意の周到な

詮索を必要とせぬままに使用され，通じ合うところから，通俗的誤用の無自覚約な受容に

とどまるのであろう。

d・D型に属する語の中，どイドロ巻「笛」と解し，ブィオロン巻「たて琴」と解するのは夕

それぞれの楽器の旋声音から関連づけたものであろう。

川 和語。俗語について

（1）第二義。籍四表およびB表。G表から，和語。俗語の部分を抽出してまとゆなおすと，次
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のようになる。
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a．平均非正答率から見て，最も理解の及ばないものは，「和語」と「しゃれ。軽口」であ

る。最も低率のものは，「慣用句」と「ことわざ」である。俗語一般はその中問に位する。

この表の範囲内では，現代用語として重要なものは，「慣用句」。「ことわざ」以外の部類

にはごくわずかしかないから，この部類が比較的低率であることは，生徒の年齢層として

は順当な出来ばえというべきである。

b．「和語」について。

これらの語の多くは，今後の国語学習において，修得する機会があるであろうが，現在は

甚だ未熟である。「大童」を，86．7％の申，77％までが「あわてふためくこと」と解してい

ることが注目される。これは，「髪を振り乱してわらわ髪になる」という本義を踏まえな

いで，「大童になって防戦する」などの用例から気分的にとらえ発たった誤答であろう。

本義の妃遥が不徹底であることの好例である。

C．「ことわざ」について。

「二階から目薬」は，93，5％の串，54．9％が「不可能なことのたとえ」と答えているのは，

ことわざとして理解しているのではなく，字義どおりに解して即物的な判断を下したもの

であろう。またタ 「まわりくどいことのたとえ」という正答が適切でないためでもある。

「まわりくどい」は，「思うようにならない」とは解しにくくタ 「簡明虐政でない」の意

にとれるからである。

d．「慣用句」について。

慣用句といっても，「おどしゃをかける」。「襟につく」。「爵白む」などは，現代からは相

当に疎隔した語であると思われる。

「メートルをあげる」が82．6％の高率を示しているのは，その79％までが，接近はして

いるが緒はずれの「漕を大いに飲むこと」と辞したからである。

「ごまをする」は意外に出来が悪く，67．8％で，その中56．9％が「あいそよくする」と

答えている。これは，正答の「おもねる」が古風で疎遠な語であるために理解できず，近

縁純な誤答に誘導されたものと思われる。

e．「しゃれ，軽口」について。

もともと，落語的なダジャレや川柳純なからかいの卑俗語であり，時代的にもずれてい

るから，拉を釆が惑いのは当然である。「ぐれはま」。「赤ダット」。「天神髭」。「アイス」な

どは，明治時代の文学作品に接する場合には逢着することがあろう。今日，余ぜん巻伴っ

ているのは，「かなぼうひき」。「甚六」。「千三つ」。「二枚舌」。「かまとと」ぐらいであろ

フ0

蒼．「俗語」について。

今日生きて用いられている語でありながらク 高率を示しているものは，「あられもない」

（凱．9）。「きわ物」（8S．4）。「げてもの」（87．9）。「狂言まわし」（84．0）。「屋台ばね」（80．0）

等である。しかし，これらはすべてÅ型かB型に属する程度の，接近した理解には達して

いる。

「あられもない」については，前述したが，語法的解釈の「似合わしくない」〔正答〕

にくらべて，「つつしみがない」〔誤答〕のほうが，一抹のうまみを含蓄していて，捨てが

たいところがある。誤答の方には，「姫御前のあられもない」。「あられもない姿」など，

実際の用例に即応したニュアンスがあるのに対しで，正答は語釈としては正しくても，抽

象的であるた如こ，被修飾体や場面の性質を限定し得ていないうらみがあるからである。

これは外来語のB塑誤答にも見られるところであるが，通俗的誤用。転用の，反面の長所
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であり，誤用・転用が増大してゆく要因となるものであろう。

「山の手」（57．7％）の誤答の大部分が「住宅地滞」であるのもこのたぐいである。正

答は「高台地帯」であるが，この表現が，無人の境をさすかのようなそっけなさがあるの

に対して，誤答は，通俗的誤用とは言いながら，実状に即した血のかよいが感じられる。

両者巻結合させたものをもって正好とすべきである。

「屋台ぼね」に対して，「主人」と答えたものが多かったのは，この語の用法は知って

いるが，正解の「身代」が古風な語であるため，その読みかたや意味がわからなかったた

めであろうと思われる。

（3）非正答の類型では，D型が最も多く，122語申，42語（34．4％）で，B型37語（30．3％）

がこれに樅行しているoB型の％は，夕採譜の与であるが漢語の2倍である。この点から
も，全体の理鮮度が，外来語。和語俗語。漢語の噸であると言える。

〔A型の代表例〕

○色を失う（74．5％申，

○屋台ぼね（80．0％申，

「遼）わてふためく」が67．2％，正答は「驚きおそれる」）

「主人」が50．3％，正答は「身代」）

〔B享型の代表例〕

○げてもの（87．9％申，「ひ・どく粗末な器物」が82．2％，正答は「大衆的な質朴な器物」）

○メートルをあげる（82．6％申，「酒巻大いに飲む」が79．1％，正答は「安己勢をあげる」）

○大 童（86．7％申，「あわてふためくこと」が77．0％，正答は「けんめいに働くこと」）

○遼，られもない（91．9％申，「つつしみがない」が73．3％，正答は「似合わしくない」）

○山の手（57．7％申，「住宅地帯」が56．9％，正答は「高台地帯」）

○ごまをする（67．8％申，「あいそよくする」が56．9％，正答は「おもねる」）

○狂言まわし（84．0％申，「滑稽なしぐさで笑わせる人物」が55．6％，正答は「劇の進行に

終始必要な登場人物」）

○二階から目薬（93．5％申，「不可能なことのたとえ」が54．9％，正答は「まわりくどいこ

とのたとえ」

〔C型の代表例〕

○口過ぎ（88．2％申，

〔D型の代表例〕

○角を出す（82．1％申，

○めくら麿（90．3％申，

○ラジオ（89．1％申，

○赤つら（73．3％軌

○第五列（91．9％申，

「おしゃべり」が58．2％）

「じがねを現わす」が63．5％）

「一枚ずつめくる暦」が63．4％）

「おしゃべり」が63．0％，正答は「無銭飲食」）

「道化役」が飢．0％）

「あぶれたもの」が57．2％）

○きびすを返す（68．8％軌「急に態度をあらためる」が52・6％）

○里心がつく（65．1％申，「人間の愛情がわかるようになる」が51・2％）

〔E型の代表例〕

○椋 鳥（86．9％中，「気取り屋」が52．9％，正答は「いなか者」）

○せちがらい（47．9％申，「ひ・どくそらぞらしい」が39・8％）

〔F型〕

122語申31語（25．4％）。無答だけで50％を越すものはなく，1語の例外を除いて，その

他は全瓢無答と誤答を合わせて50％以上になるものばかりである。すなわち，N表の範囲
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内に属するものばかりである。例外の1語は「鬼の笹乱」で，45．5％の申，無答が34．5％で

ある。

（八）反省と今後の課題

川 本調査の資料とした語彙は，概して，古めかしい俗語・慣用句。故事成語などの多いのに

比して，教科書などに頻出度の高い，近代的な知的用語叫抽象概念語が少ないうらみがあ

る。したがって，クイズ的興味から語桑への関心を高めはしたが，直接生徒の読解や教養に

役立つ学習的効果はあまり大きくなかったように思う。今後は，この種の語粂の奨録とその

把握度をはかることを考えたい。

（ロ）選択肢の与えかたや表現の巧拙によって，出来ばえが大きく左右されていることが注目さ

れる。正答は他の選択肢と比較して最良というだけでなく，それ自体として完全であるよう

に，十分意を尽くしたものでなくてはならないし，誤答も多義に解せられないように，厳密

に限定されたものでなくてはならない，ということが反省させられる。

また，選択法の客観テストになれている当今の生徒の心理傾向として，直訳的。語法的正

解を野暮と考え，転用や拡大解釈の方を気のきいた受け取りかたであると勒ぐる場合が多い

ことも考慮しなければならない。

シ1B型誤答の多いところから見て，教授者は的確な語釈をおろそかにすべきではない。その

場限りの意訳や便宜的な注解が，生徒の言葉に対する省察を妨げ，安易な理解にとどまらせ

ていることがないとは言えない。

H ①8型誤答を提示して「これを正しい解釈になるように改めよ」と，記述法でパラフレー

ズさせること。

⑧ 近似的な語群を多く挙げて，その中から一語を識別して文中の空欄に適用させるこ

と。

④ 所与の語彙を用いて，それぞれ短文を作らせること。

などの方法によって，語義への省察を深めさせることが，今後の課題として残されている。
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